
 

 

 

 

 

高齢者支援事業について 

 

１ 趣 旨 

近年の高齢化の進展に伴う高齢者人口の増加、単身世帯や高齢者のみ世帯の増加

など高齢者を取り巻く環境は大きく変化しており、本市がこれまで取り組んできた

高齢者支援施策について、本来の趣旨・目的に鑑み、これからの時代に合う事業の

推進が必要であり、今後も持続可能な地域社会を構築するためコミュニティを中心

とした地域運営体制による協働・共創のまちづくりとも連携しながら、様々な地域

課題の解決に向けて地域住民が自ら取り組み、互いに支え合うことができる地域づ

くりが求められている。 

 健康寿命の延伸をめざし、高齢者が住み慣れた地域で、安心して、いつまでもい

きいきと元気に暮らし続けることができるよう、高齢者の健康づくり、生きがいづ

くりを重点的に推進するもの。 

２ 事業について 

⑴ 主な高齢者施策の事業 

ア 敬老祝金支給事業（旧敬老金等支給事業）【高齢者支援課】      別紙１ 

イ 高齢者とうかい健康チャレンジ促進事業【高齢者支援課】      別紙２ 

ウ 高齢者スマートフォン活用支援講習会開催事業【高齢者支援課】   別紙３ 

エ 地域介護予防活動支援事業（デジタルサポーター分）【健康推進課】別紙４ 

オ 要介護高齢者福祉タクシー料金助成事業【高齢者支援課】         別紙５ 

カ 高齢者特殊詐欺等被害防止対策機器購入費補助事業【交通防犯課】 別紙６ 
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別紙１ 

敬老祝金支給事業について 

 

１ 趣 旨 

 今後の高齢化の進展に伴う高齢者施策の見直しや、近隣市の敬老金等の支給状況 

を考慮し、敬老金を敬老祝金の支給へ変更し、支給対象を８８歳、９９歳、１００ 

歳以上へ見直し、配付方法についても口座振込に変更するとともに、１００歳以上 

の希望する方のみ市幹部による訪問にて配付を行うもの。併せて７５歳以上の方へ 

の医薬品券の配布は廃止とするもの。 

２ 事業内容 

 ⑴ 対  象 ８８歳、９９歳、１００歳以上 

 ⑵ 金  額 １万円（８８歳）、３万円（９９歳）、５万円（１００歳以上） 

 ⑶ 配付方法 口座振込または市長等による訪問（１００歳以上） 

３ 予算措置 

 ＜歳出＞ 

  敬老祝金支給事業 ８，６８３千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙２ 

 

高齢者とうかい健康チャレンジ促進事業について 

 

１ 趣 旨 

高齢者が、自身の健康づくりとともに、地域の居場所や活躍の場を見つけ、生き 

がいや役割をもって生活できるよう、とうかい健康チャレンジ事業を活用して、健 

康づくりと介護予防への取組のきっかけづくりをするもの。 

２ 事業内容 

  ６５歳以上の高齢者を対象に、とうかい健康チャレンジ事業を活用（高齢者の介 

 護予防や生きがいづくり等の市独自の項目を追加）し、一定のポイントがたまった

ら、記念品と交換するもの。 

  なお、スマホを所持していない人は、スタンプ台紙で対応するもの。 

３ 予算措置 

  高齢者とうかい健康チャレンジ促進事業 ２，２５６千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙３ 

 

高齢者スマートフォン活用支援講習会開催事業について 

 

１ 趣 旨 

  行政手続のオンライン化など、社会全体のデジタル化が進められる中、スマート

フォンを持たない、持っていても使用できない高齢者の情報弱者に対して、スマー

トフォン講習会を開催することで、高齢者が社会や親族との交流を図り、また行政

手続きや災害時の避難活動等にも役立てることが出来るようにするもの。 

２ 事業内容 

 ⑴ 対  象 高齢者（主に６５歳以上） 

⑵ 開催場所 市内１２会場（市民館、公民館など） 

 ⑶ そ の 他 １２会場で各１日開催 

（各会場で１日に、基本編２回、応用編２回の計４回実施） 

３ 予算措置 

高齢者スマートフォン活用支援講習会開催事業 １，３６５千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙４ 

 

地域介護予防活動支援事業（デジタルサポーター分）について 

 

１ 趣 旨 

  社会福祉協議会が令和３年度（２０２１年度）から養成している「デジタルサポ

ーター」を、社会福祉協議会と市が共催で実施する「人生これから大学」において

継続的に養成する。 

また、養成後のサポーターの活躍の場として、地域の通いの場に派遣し、高齢者

のＩＴ活用のための支援を行い、コロナ禍でも生きがいづくりや新たな交流の形を

生み出し、サポーターも参加者も共に介護予防に繋がる取組を目指すもの。 

２ 事業内容 

 支援対象者 

脳トレＯＢ会、ふれあいいきいきサロン等の利用者 

 場所 

公民館、敬老の家等 

 回数及び内容 

年１回程度、健康に関するアプリのインストール・ＱＲコードの読取や活用等 

 新型コロナ感染拡大時等の対応について 

地域の通いの場に集まれない場合に備え、ＳＮＳ（ＬＩＮＥ）やＺＯＯＭなど

を活用してオンライン上で交流できるようにするもの。 

３ 予算措置 

地域介護予防活動支援事業  １，１９２千円のうち６７千円 

介護予防事業受託料を充当 

 

 

 

 

 



 

別紙５ 

 

要介護高齢者福祉タクシー料金助成事業について 

 

１ 趣 旨 

  事業対象者を要介護１及び２の高齢者まで拡大することにより、要介護高齢者の

外出機会を増やし、社会参加の促進を図ることで、心身機能を維持し要介護状態の

悪化を防ぐ。また、要介護３以上の高齢者は、福祉タクシーとリフト付きタクシー

の選択ができるようにすることで、利用し易くなり、心身機能の維持向上を目指す

のもの。 

２ 事業内容 

 ⑴ 対象者 要介護１・２の認定を受けている６５歳以上の方 

（福祉タクシーの利用） 

       要介護３～５の認定を受けている６５歳以上の方 

（福祉タクシーとリフト付きタクシーの選択制） 

 ⑵ 補助対象経費 タクシーの初乗り料金 

 ⑶ 補助率 １０／１０ 

 ⑷ その他 ２４枚綴りのチケットを年度内に１回交付 

３ 予算措置 

要介護高齢者福祉タクシー料金助成事業 １５，７５５千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙６ 

 

高齢者特殊詐欺等被害防止対策機器購入費補助事業について 

 

１ 趣 旨 

全国的にオレオレ詐欺や還付金詐欺などを始めとする特殊詐欺被害が近年数多

く発生しており、高齢者の被害認知件数が９割を超えるなど、特殊詐欺の標的とな

っている。それらの被害の９割近くが、自宅固定電話への着信に応答してしまうこ

とが事案発生の主な原因となっており、その被害防止対策として、不要な電話の着

信を拒否し、犯人からの電話に出ないための「迷惑電話防止機器」の導入が効果的

となっている。本市においても、依然として高齢者の特殊詐欺被害が発生している

ことから、「迷惑電話防止機器」の普及促進を図り、高齢者が居住する世帯の特殊詐

欺等被害防止対策を強化する目的で、購入費の一部を補助するもの。 

２ 事業内容 

 ⑴ 高齢者特殊詐欺等被害防止対策機器購入費補助 

  ア 対  象 ６５歳以上の者が居住する世帯につき１台／１回限り 

  イ 対象機器 通話録音装置、着信拒否、又は、左記の機能を有する固定電話機 

  ウ 補 助 率 対象機器購入費の１／２（上限５，０００円） 

３ 予算措置 

高齢者特殊詐欺等被害防止対策機器購入費補助事業 ５００千円 


